
子
ど
も
・
教
育

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

妊
婦・新
生
児・１
～
２
カ
月
児
訪
問

妊
婦
訪
問 

電
話
で
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

新
生
児
・
１
～
２
カ
月
児
訪
問 

母

子
健
康
手
帳
別
冊
に
あ
る
出
生
連

絡
票
に
申
し
込
み
事
項
を
書
き
、保

健
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
。は
が
き
到
着

後
、訪
問
し
ま
す
。出
生
連
絡
票
の

郵
送
が
な
い
場
合
は
、生
後
２
カ
月

以
降
に
訪
問
し
ま
す
。生
後
28
日
ま

で
に
訪
問
を
希
望
す
る
方
は
、出
生

連
絡
票
の
送
付
と
各
保
健
セ
ン

タ
ー
に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

保
健
推
進
員
の
訪
問

あ
か
ち
ゃ
ん
が
生
後
３
カ
月
過
ぎ
た

頃
に
保
健
推
進
員
が
訪
問
し
、４
カ

月
あ
か
ち
ゃ
ん
講
座
や
育
児
相
談
の

案
内
を
し
ま
す
。訪
問
時
に
物
品
販

売
は
し
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

お
で
か
け
先
で
安
心
し
て
授
乳
や
お

む
つ
替
え
の
た
め
に
立
ち
寄
れ
る
施

設
を「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」と
し
て
登
録

し
て
い
ま
す
。ス
テ
ッ
カ
ー
の
あ
る
施

タ
ー
教
育
相
談
事
務
室　

２
月
６
日（
火
）ま
で
に
直
接
同
セ

ン
タ
ー

選
考 

１
次
選
考
＝
書
類
選
考（
小

論
文
審
査
を
含
む
）、２
次
選
考
＝

面
接
審
査

☎
３
２
０・３
３
３
６
同
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

放
課
後
保
育
ク
ラ
ブ
支
援
員

勤
務
内
容 

保
護
者
に
代
わ
る
児
童

の
生
活
支
援
な
ど

勤
務
場
所 

市
内
保
育
ク
ラ
ブ（
46

施
設
１
１
２
教
室
）

資
格・人
数 

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
60
歳
未
満
の
方
、30
人

①
保
育
士
、教
諭
免
許（
幼・小・中・

高
）、社
会
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
有
す
る
方
②
高
卒
な
ど
で
あ
っ

て
、児
童
福
祉
事
業
ま
た
は
２
年
以

上
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に

類
似
す
る
事
業
に
従
事
し
た
方（
時

間
数
及
び
職
種
な
ど
の
規
定
あ
り
）

③
大
学
に
お
い
て
下
記
の
課
程
を
修

め
て
卒
業
し
た
方（
社
会
福
祉
学

科
、心
理
学
科
、教
育
学
科
、社
会

学
科
、芸
術
学
科
、体
育
学
科
）

雇
用
期
間 

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月

31
日（
更
新
あ
り
、試
用
期
間
３
カ
月
）

給
与
な
ど 

月
額
２
０
０
，０
０
０
円（
６

時
間
勤
務
）、更
新
時
昇
給
あ
り
、交

通
費
あ
り（
規
定
に
よ
る
）、賞
与
な
し

社
会
福
祉
協
議
会
所
定
の
履
歴

書
に
て
受
け
付
け（
郵
送
不
可
）

証
明
写
真
１
枚（
縦
４
×
横
３
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
）、所
定
の
履
歴
書
に

内
容
が
記
入
で
き
る
準
備

選
考
試
験 

筆
記・面
接
＝
２
月
７
日

（
水
）※
試
験
後
も
随
時
受
け
付
け

☎
３
２
０・３
１
２
４
同
協
議
会 

保
育
ク
ラ
ブ
担
当
室

 

募
集

♦
♦
♦

い
ち
か
わ
子
育
て
応
援
企
業

市
で
は
子
育
て
家
庭
向
け
の
イ
ベ
ン

ト
実
施
や
託
児
室・授
乳
コ
ー
ナ
ー
の

設
置
な
ど
、子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

に
や
さ
し
い
取
組
を
進
め
る
企
業
を

「
い
ち
か
わ
子
育
て
応
援
企
業
」に
認

定
し
て
い
ま
す
。認
定
企
業
は
市
公

式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
な
ど
で
紹
介
し
ま

す
。認
定
基
準
な
ど
詳
し
く
は
市
公

式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
内
に
事
業
所（
本
店・支
店・営

業
所
な
ど
）が
あ
る
企
業

申
込
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
整

え
、持
参
、郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

７
１
１・１
７
５
４
で
子
育
て
支
援
課

（
〒
２
７
２・０
０
２
１
八
幡
３
の
４
の

１
ア
ク
ス
本
八
幡
２
階
）

☎
７
１
１・０
６
７
７
同
課

 

求
人

♦
♦
♦

こ
ど
も
館
非
常
勤
職
員

資
格
・
人
数 

保
育
士
、幼
・
小
・
中
・

高
教
諭
ま
た
は
大
学
で
体
育
学
な

ど
を
履
修
し
た
方
、高
卒
以
上
で
２

年
以
上
児
童
福
祉
施
設
で
勤
務
し

た
方
、若
干
名

雇
用
期
間 

２
月
１
日
～
３
月
末
ま
で

の
火
～
日
曜
日（
週
20
時
間
未
満
）

時
給 

１
，０
０
０
円（
交
通
費
支
給
）

写
真
付
き
履
歴
書
を
中
央
こ
ど

も
館
へ
持
参

☎
３
２
０・３
３
３
７
同
館

♦
♦
♦

適
応
指
導
教
室
専
門
指
導
員

勤
務
内
容 

不
登
校
の
小・中
学
生

の
学
校
復
帰
を
目
指
し
、集
団
生
活

に
適
応
す
る
よ
う
支
援・指
導

資
格
・
人
数 

教
員
免
許
を
お
持
ち

の
方
、ま
た
は
大
学
院
の
研
究
科
で

心
理
学
、教
育
学
に
関
す
る
学
科
を

専
攻
し
博
士
課
程
の
前
期
課
程
を

修
了
し
た
方
、若
干
名

雇
用
期
間 

４
月
１
日
～
平
成
31
年

３
月
31
日（
火
・
水
・
金
曜
日
の
週
３

日
勤
務
）

日
給 

９
，８
１
０
円（
平
成
29
年
度

実
績
）

願
書
配
付
・
受
付 

火
～
土
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
／
教
育
セ
ン

動
か
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

１
月
30
日（
火
）午
前
10
時
15
分

～
10
時
45
分（
雨
天
中
止
）

大
和
田
２
の
22（
大
和
田
ポ
ン
プ

場
隣
接
）

歩
け
る
子
～
就
学
前
の
親
子
、申

込
順
８
組
程
度

前
日
ま
で
に
☎
７
１
１・１
７
３
６

す
こ
や
か
応
援
隊　

♦
♦
♦

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｋ　

パ
ン
作
り「
ツ
ナ
コ
ー
ン
パ
ン
＆

チ
ョ
コ
パ
ン
」

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た
簡

単
で
美
味
し
い
パ
ン
作
り
に
挑
戦
。

２
月
24
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

相
之
川
こ
ど
も
館

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
、申

込
順
16
人（
使
用
食
材
に
関
す
る
ア

レ
ル
ギ
ー
有
無
の
確
認
用
紙
の
提
出

が
必
要
）

１
５
０
円　

☎
３
５
６・７
３
８
１
同
館

♦
♦
♦

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば「
８
カ
月
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
ひ
ろ
ば
」

赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
っ
て
遊
ん
だ
り
、

月
齢
の
近
い
親
子
で
集
ま
っ
て
、子

育
て
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
を
お

し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。参
加
中
に

１
回
、手
形
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

２
月
６
日（
火
）午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

本
光
寺（
大
野
町
３
の
１
６
９
５

の
１
）

生
後
８
カ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
マ

マ
、申
込
順
15
組
程
度（
ご
兄
弟
を
連

れ
て
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

前
日
ま
で
に
☎
７
１
１・１
７
３
６

す
こ
や
か
応
援
隊

♦
♦
♦

不
登
校
児
童
生
徒
の「
保
護
者
の
会
」

講
演
会 

「
不
登
校
の
子
ど
も
が
、親

に
わ
か
っ
て
ほ
し
い
こ
と
」

２
月
10
日（
土
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
第
２
研
修

室
不
登
校
児
童
生
徒
の
保
護
者
、

申
込
順
約
30
人

講
沢
崎
真
史
氏（
聖
徳
大
学
教
授
）

☎
３
２
０
・３
３
３
６
教
育
セ
ン

タ
ー

設
が
目
印
で
す
。「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

一
覧
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」登
録
施
設
を
募
集

対
象 

授
乳
ま
た
は
お
む
つ
替
え
が
で

き
る
場
所
の
提
供
が
可
能
な
市
内

の
施
設

市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
実
施
要

領
を
確
認
の
上
、申
込
書
を
子
育
て

支
援
課

☎
７
１
１・０
６
７
７
同
課

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

プ
レ
親
学
級（
両
親
学
級・母
親
学
級
）

赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
、沐も

く

浴よ
く

実
習
、妊

婦
体
験
な
ど
行
い
ま
す（
全
日
程
同
一

内
容
）。①３

月
９
日（
金
）・11
日（
日
）

午
前
９
時
45
分
～
午
後
０
時
30
分

／
保
健
セ
ン
タ
ー
②
３
月
18
日

（
日
）・19
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

45
分
／
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

初
産
で
出
産
予
定
日
が
５
～
７

月
の
妊
婦
と
そ
の
夫
、各
回
申
込

順
45
組（
１
人
で
の
参
加
も
可
。ど

ち
ら
か
１
人
の
場
合
は
祖
父
母
１

人
ま
で
同
伴
可
）

２
月
１
日（
木
）～
15
日（
木
）の

間
に
①
は
☎
３
７
７
・４
５
１
１
保

健
セ
ン
タ
ー
②
は
☎
３
５
９
・

８
７
８
５
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

パ
パ
マ
マ
栄
養
ク
ラ
ス

出
産
を
迎
え
る
夫
婦
の
食
事
の
ア
ド

バ
イ
ス・試
食
を
行
い
ま
す
。

３
月
３
日（
土
）午
後
１
時
15
分

～
３
時
30
分

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

出
産
予
定
日
が
５
～
７
月
の
妊

婦
と
そ
の
夫（
妊
婦
の
み
も
可
）、申

込
順
36
人

試
食
代
１
０
０
円
程
度

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
担
当

♦
♦
♦

外
で
の
び
の
び
遊
ぼ
う　

in
青
空
こ
ど
も
広
場

小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
安
全

で
安
心
し
て
遊
べ
る「
青
空
こ
ど
も

広
場
」が
、大
和
田
二
丁
目
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。す
こ
や
か
応
援
隊
と
一

緒
に
、体
操
や
か
け
っ
こ
な
ど
、体
を

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
返
信
用

の
あ
て
先
も
記
入 

※
は
が
き
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、い
ず
れ
の
場
合
も
右
記
の
必

要
事
項
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。※
熱
を
加
え
る
と
消
え
る
筆
記

用
具
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
行
事・講
座
名
な
ど

　
（
日
時・コ
ー
ス
も
）

②
住
所

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢（
学
年
）

⑤
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑥
そ
の
他
必
須
事
項

申
し
込
み
事
項

絵本講座 「親子で楽しむ絵本の道案内」
　子育てにどんな絵本を取り入れ、どのように読んであげたらよいかをお話
します。親子で一緒に楽しみながら絵本を感じましょう。
日１月２７日（土）午前１０時３０分～１１時３０分
場市川こども館

乳幼児親子、申込順２０組
講大西紀子氏（JPIC読書アドバイザー）

☎322-1404、または直接同館

家庭と学校を結ぶ楽しい読書講座３ 
スライドトーク「ノースウッズの森で」
日２月３日（土）午後２時（開場は１５分前）～３時３０分
場メディアパーク市川第２研修室

当日先着５０人
講大竹英洋氏（写真家）　

☎３０４-０３８１市川子どもの本の会
　　　　　　　　　　　　　　　　  （指導課）

三角ぼうしの「音楽絵本」
　音楽に合わせた絵本の読み語りやパネル
シアターなどを親子で楽しみましょう。
日２月１５日（木）午前１１時
場メディアパーク市川ベルホール

乳幼児親子、当日先着２０組
☎３２０-３３３７中央こども館

図書館休館のお知らせ
市川駅南口図書館　２月２２日（木）・２３日（金）
中央図書館及びこどもとしょかん　２月２６日（月）～３月１日（木）
行徳図書館・信篤図書館・南行徳図書館・平田図書室・市民図書室・公民
館図書室・自動車図書館は通常通りです。情報プラザは２月２３日（金）資
料の貸し出しを休止します。

☎３20-3333中央図書館

みんなで読書を楽しもう

ご寄付いただき、
ありがとうございました。

善
意
の
花
園

●市政全般への寄付［９月分・敬称略］
【物品】◎市川南ロータリークラブ（背伸
ばしベンチ２基／広尾公園）
●市川市福祉基金への寄付［１２月分・
敬称略］
【金員】◎株式会社ワイズマート　代表
取締役社長　吉野秀行（２００,０００円）
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介
護
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

１
月
23
日（
火
）午
後
２
時
～
４

時
大
野
中
央
病
院
本
部
棟（
下
貝

塚
３
の
31
の
２
）

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
な

ど
、申
込
順
10
人
程
度

１
月
22
日（
月
）ま
で
に
☎
３
７
３・ 

０
７
６
３
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

宮
久
保・下
貝
塚（

地
域
支
え
あ
い
課
）

♦
♦
♦

障
が
い
の
あ
る
子
の
性
と
支
援

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
生
活

の
中
で
抱
え
る
性
の
問
題
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、専
門
家

を
招
い
て
講
演
を
行
い
ま
す
。

１
月
23
日（
火
）午
前
10
時（
受

付
は
30
分
前
）～
正
午

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

申
込
順
１
０
０
人

講
山
本
良
典
氏（
東
京
都
心
身
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

電
話
・Ｆ
Ａ
Ｘ
３
２
５・２
２
３
７

（
共
用
）ま
た
は
メ
ー
ル（
左
記
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
）で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
千
楽
ｃ
ｈ

ｉ-

ｒ
ａ
ｋ
ｕ
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ぽ

ぽ
ろ
ハ
ウ
ス

（
障
害
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

エ
イ
ズ
等
性
感
染
症
予
防
啓
発

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン・

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
～

エ
イ
ズ
な
ど
性
感
染
症
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
学
び
、考
え
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
第
１
部
》講
演
会

演
題 

私
た
ち
の
人
生
を
守
る
た
め

に　

～
思
春
期
の
心
と
性
を
知
っ

て
、性
感
染
症
を
予
防
し
よ
う
～

講
渡わ

た
ら
い會
睦む

つ

子こ

氏（
東
京
医
療
保
健

大
学
看
護
学
科
准
教
授
）　

《
第
２
部
》レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
ダ
ン
ス

発
表
会

市
内
の
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生

に
よ
る
ダ
ン
ス
等
の
演
目
発
表
。

講
評 
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協

会
理
事
長
）

《
第
３
部
》Ｙ
Ｕ-
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
＋
隆
太

ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

当
日
撮
影
制
限
有
り
。

千
葉
県
経
営
者
会
館（
千
葉
市

中
央
区
千
葉
港
４
の
３
）

申
込
順
２
０
０
人

２
月
15
日（
木
）必
着
で
申
込
書

を
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３・２
０
４・６
０
１
３

ま
た
は
メ
ー
ル（
下
記

二
次
元
コ
ー
ド
参
照
）

で
千
葉
県
社
会
福

祉
協
議
会 

千
葉
県

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
３・２
０
４・６
０
１
２
同

セ
ン
タ
ー

（
福
祉
政
策
課
）

♦
♦
♦

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
と
成
年
後
見
制
度

に
つ
い
て
の
講
演
会・意
見
交
換
会

認
知
症
の
高
齢
者
や
障
害
者
の
方

を
、訪
問
販
売
な
ど
で
高
額
の
買
い

物
を
し
た
場
合
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
か

ら
守
る
た
め
に
役
立
つ
成
年
後
見
制

度
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す（
手
話・要

約
筆
記
あ
り
）。

２
月
６
日（
火
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
研
修

ホ
ー
ル当日

先
着
１
５
０
人

☎
７
１
２
・８
５
１
７
、Ｆ
Ａ
Ｘ

７
１
２・８
７
２
７
障
害
者
支
援
課

♦
♦
♦

は
り・き
ゅ
う・マ
ッ
サ
ー
ジ

相
談
窓
口

は
り・き
ゅ
う・マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
よ
る

無
料
相
談
。

１
月
26
日（
金
）午
後
１
時
～
４

時
市
川
公
民
館

☎
３
５
７・３
３
９
３
市
川
浦
安

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会（
冨
森
）

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
の
人
の
気
持
ち
と
家
族
の

気
持
ち
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

１
月
26
日（
金
）午
後
１
時
30
分

～
３
時

真
間
稲
荷
神
社（
真
間
４
の
５
の

４
）申

込
順
20
人

☎
３
２
２・８
８
１
１
高
齢
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
真
間

（
地
域
支
え
あ
い
課
）

♦
♦
♦

認
知
症
カ
フ
ェ「
認
に
ん
。」

工
作
、歌
、体
操
な
ど
を
行
う
他
、

を
行
い
ま
す
。利
用
可
能
回
数
は
申

請
時
期
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す（
年

６
回
限
度
）。

要
介
護
４
以
上
の
方

自
己
負
担
額 

１
回
２
，０
５
７
円

介
護
福
祉
課（
仮
本
庁
舎
）、

介
護
福
祉
相
談
窓
口
、各
高
齢
者

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
申
請

☎
７
１
２・８
５
４
０
同
課

♦
♦
♦

歯
と
お
口
の
相
談

在
宅
で
療
養
中
の
方
、身
体
に
ハ
ン

デ
ィ
を
抱
え
て
い
る
方
な
ど
の
歯
や

口
に
関
す
る
相
談
を
電
話
や
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

月
～
金
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午

後
５
時
、土
曜
日
＝
午
前
９
時
～
正

午
市
川
市
歯
科
医
師
会
口こ

う

腔く
う

サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
八
幡
２
の
９
の
９
）

☎
３
３
２・０
１
８
７
同
セ
ン
タ
ー

（
健
康
支
援
課
）

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修

「
悩
み
を
持
つ
人
の
心
の
声
に

耳
を
傾
け
、寄
り
添
う
方
法
」

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、特
別
な
資

格
で
は
な
く
、悩
ん
で
い
る
人
に
気

づ
き
、声
を
か
け
、話
を
聞
い
て
、必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
、見
守
る
人
の

こ
と
で
す
。今
回
は
、ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
心
得
や
傾
聴
の
方
法
を
講

演
と
体
験
学
習
を
通
し
て
お
伝
え

し
ま
す
。

講
田
口
学
氏（
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科

大
学
神
経
精
神
科 

臨
床
心
理
士
）

３
月
２
日（
金
）午
後
１
時
10
分

（
受
付
は
20
分
前
）～
３
時

保
健
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

申
込
順
90
人

☎
３
７
７・４
５
１
１
同
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

笑
っ
て
学
べ
る
、誰
で
も
わ
か
る

成
年
後
見
早
分
か
り
講
座

成
年
後
見
制
度
の
概
要
や
職
務

を
、お
笑
い
芸
人
の
ト
ー
ク
や
弁
護

士
に
よ
る
解
説
で
分
か
り
や
す
く

伝
え
ま
す
。

２
月
25
日（
日
）午
後
１
時
～
４

時

口
腔
が
ん
検
診
指
定
歯
科
医
院

１
次
、２
次
と
も
各
６
０
０
円
。

70
歳
以
上
の
方
、千
葉
県
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
、非
課
税
世

帯
者
は
無
料
。

は
が
き
に
申
し
込
み
事
項（
６
面

上
段
参
照
）と
生
年
月
日
を
書
き
、

保
健
セ
ン
タ
ー
歯
科
担
当

（
〒
２
７
２・０
０
２
３ 

南
八
幡
４
の

18
の
８
）。後
日
、受
診
券
兼
予
診
票

を
送
付
し
ま
す
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー

♦
♦
♦

ね
た
き
り
高
齢
者
等

訪
問
理
髪
サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
に

対
し
、訪
問
に
よ
る
理
髪
サ
ー
ビ
ス

健
康
福
祉

 
お
知
ら
せ

♦
♦
♦

う
つ
の
心
配
相
談・自
死
遺
族
相
談

（
両
相
談
予
約
制
）

①
保
健
セ
ン
タ
ー
②
南
行
徳
保

健
セ
ン
タ
ー

①
☎
３
７
７
・４
５
１
１
②
☎

３
５
９・８
７
８
５

♦
♦
♦

早
期
発
見
の
た
め
の
口こ

う

腔く
う

が
ん
検
診

内
１
次
検
診
＝
問
診
・
診
察
・
結
果

説
明
、２
次
検
診
＝
１
次
検
診
の

結
果
、必
要
な
方
に
細
胞
診
・
結
果

説
明３

月
31
日
時
点
で
30
歳
以
上
の
方

２
月
10
日（
土
）午
後
０
時
30
分

開
演（
開
場
は
30
分
前
）

文
化
会
館（
車
で
の
来
場
不
可
）

当
日
先
着
１
，９
４
５
人

☎
７
１
２・８
６
４
２
市
川
エ
イ
ズ

等
Ｓ
Ｔ
Ｄ（
性
感
染
症
）対
策
推
進

協
議
会（
保
健
医
療
課
内
）

♦
♦
♦

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
講
座

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
曽
谷

２
月
８
日（
木
）午
前
10
時
30
分

～
正
午

曽
谷
公
民
館

内
自
分
の
権
利
を
守
る
た
め
に
～

成
年
後
見
制
度
、遺
言
、相
続
に
つ

い
て
～

講
本
多
誠
氏（
行
政
書
士
）

申
込
順
20
人

☎
３
７
１・６
１
６
１
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
南
行

徳
第
二

１
月
23
日（
火
）午
後
２
時
～
４
時

行
徳
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク（
新
浜
１

の
11
の
１
）

内
「
家
族
介
護
教
室
」～
看
護
師
・

管
理
栄
養
士
か
ら
学
ぶ
～

申
込
順
30
人

☎
７
１
２・８
０
２
２
同
セ
ン
タ
ー

（
介
護
福
祉
課
）

 

募
集

♦
♦
♦

市
民
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム

新
規
チ
ー
ム
は
Ｄ
級
か
ら
の
参
加
と

な
り
、河
川
敷
12
号
球
場
と
な
り
ま

す
。２

月
３
日（
土
）・４
日（
日
）午
前

10
時
～
午
後
４
時

国
府
台
市
民
体
育
館

Ａ
級
～
Ｃ
級
＝
３
０
，０
０
０
円
、

Ｄ
級
＝
２
２
，０
０
０
円
。球
場
使

用
料
別
途
徴
収

☎
０
９
０・８
８
５
１・０
６
０
０

市
川
市
野
球
協
会（
武
田
）

（
ス
ポ
ー
ツ
課
）

呼吸器内科専門医から肺の健康について学ぼう
～増えているＣＯＰＤってどんな病気？～

　ＣＯＰＤは「慢性閉塞性肺疾患」（通称たばこ病）のことで、慢性気管支
炎や肺気腫と呼ばれてきた病気の総称です。２０３０年には死亡原因の世
界第３位になると予測されています（ＷＨＯ世界保健機関発表）。
　本講座では、ＣＯＰＤの病態・検査・治療法の他、患者の９０％以上がた
ばこと関係性があることから、たばこの害や、禁煙方法、禁煙外来について
など、呼吸器内科専門の医師から学びます。

講江
え

原
は ら

淳
じゅん

氏（東京ベイ・浦安市川医療センター 医師）
日２月１７日（土）午後２時～３時３０分
場南行徳市民談話室

申込順８０人
☎７１２-８６４２保健医療課

10

応募要件 次の全てに該当する方①市内在住・在勤・在学の義務教育終了後の方②市
が開催する講習会を受講する方③市と協働して事業を実施する意欲がある方
講習会 ３月17日（土）午前10時～正午

（講習会参加後に「登録申出書」を提出していただくことで、ボランティア登録となりま
す。なお、当日ご都合がつかない方は、お問い合わせください。）
場市川南仮設庁舎

３月16日（金）までに☎７１２-６３０９環境保全課

ペット市民ボランティアペット市民ボランティア
　犬及び猫の適正飼養に関する啓発
活動や大規模災害時の避難所での
ペット（犬及び猫）対応のお手伝いな
どをしていただくボランティアを募集
します。
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